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①令和４年度の自然災害の被害（令和4年7月末大雨）
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中部地方整備局

○ 令和4年7月26日から27日未明にかけて、東海3県において各地で大雨となり、気象庁より「記録的短時間大雨情報」が出された。
○ 矢作川流域では、1時間雨量は岡崎市で67.5㎜、西尾市で64.5㎜など、7月の観測史上最大を更新した。西尾市や岡崎市などにおいて、あわ

せて床上浸水が5棟、床下浸水が7棟発生。
○ 安城市を流れる半場川では、川が増水し、堤防右岸が決壊し、近くの水田が浸水した。豊橋河川事務所では、ドローンによる被災状況調査

とともに、照明車を派遣し迅速な復旧活動を支援した。

ドローンによる被災状況調査

照明車による夜間作業支援
応急仮復旧完了

（7月28日AM7時20分）

現地で支援内容を打合せ

出典：愛知県



①令和４年度の自然災害の被害（台風第15号）
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中部地方整備局

出典：『令和４年９月の台風第15号に伴う大雨』出水概要 令和4年9月29日・中部地方整備局河川部
（https://www.cbr.mlit.go.jp/kawatomizu/shussuijyoukyou/pdf/indexR04_september_taihu15/chubuchisei_01.pdf）



①令和４年度の自然災害の被害（台風第15号）
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中部地方整備局

出典：台風第15号による主な被害状況等について（2022/9/28 08:30時点）・国交省（https://www.mlit.go.jp/common/001514828.pdf）



①令和４年度の自然災害の被害（台風第15号）
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中部地方整備局

出典令和4年台風第15号による土砂災害発生状況（2022年9月30日 時点）（https://www.mlit.go.jp/river/sabo/jirei/r4dosha/taihuu15_220930.pdf）



①令和４年度の自然災害の被害（台風第15号）

6

中部地方整備局

出典：『令和４年９月の台風第15号に伴う大雨』出水概要 令和4年9月29日・中部地方整備局河川部
（https://www.cbr.mlit.go.jp/kawatomizu/shussuijyoukyou/pdf/indexR04_september_taihu15/chubuchisei_01.pdf）

水系名 河川名 観測所名
今回

最高水位

9/24 1:40

3.31

9/24 2:10

4.23

9/24 1:50

5.04

9/23 4:20

2.30

9/23 22:10

4.23

9/23 22:50

5.33

9/23 21:40

3.78

9/23 22:10

5.39

9/23 21:10

2.95

9/24 3:10

2.33

9/24 3:40

1.95

9/23 23:50

6.41

9/23 22:00

3.55

9/23 14:40

2.34

9/23 13:50

2.29

牛淵川

2.10 2.30 2.30 2.70 4.06

庄内川

菊川

雲出川
1.70 2.20 2.20 2.20 3.40 3.49

1.60 2.00 2.40 2.70 3.20 3.27

1.50

2.30

2.40 3.00 3.40 4.00 4.82

3.70

手越

加茂

横地

牛妻

避難
判断水位

氾濫
危険水位

計画
高水位

4.70 6.40 7.70 8.02

天竜川

波瀬川 下川原橋

佐奈川 西山橋

庄内川

櫛田川

藁科川 奈良間

堂山

下小笠川 川久保

大井川

中ノ町

1.40

0.60

4.60 4.90 4.90 5.30 5.86

2.00 2.50 3.00 3.30 -

1.50

1.80

1.60 2.50 3.10 3.40 4.77

氾濫
注意水位

出動水位
水防団

待機水位

3.10

2.50 3.20 3.20 3.50 5.94

細島
1.30 1.70 2.20 2.70 3.30 4.99

大井川

安倍川

2.20 3.00 3.70 4.10 4.60 5.51

池田
0.50 1.60 2.60 - - 4.53

- 5.94
菊川

岡崎
4.90 5.80 7.50 - - 10.72

天竜川下流

嶺田
2.00 4.30 4.90 -

安倍川

矢作川 矢作川

土岐
2.40 3.00 4.00 4.50 4.70 6.39

○ 中部地方整備局管内の国管理河川では、安倍川水系安倍川、菊川水系菊川及び支川牛淵川で氾濫危険

水位を超過し、雲出川水系波瀬川で避難判断水位を超過。

○ ダムでは、大井川水系、庄内川水系、木曽川水系の４ダムで洪水調節を実施。

【水位状況】 【ダムの洪水調節状況】9月29日現在（水資源機構管理ダム含む（黄書き））

※氾濫注意水位を超過した観測所のみ表記

うしぶちがわ

は ぜ が わ

水系 ダム名 最大流入量 最大流入時の放流量 調節量

庄内川 小里川
おりがわ

ダム 約95m3/s 約40m3/s 約55m3/s

大井川 長島
ながしま

ダム 約998m3/s 約918m3/s 約80m3/s

岩屋
いわや

ダム 約320m3/s 約166m3/s 約153m3/s

阿木
 あ   ぎ

川
がわ

ダム 約144m3/s 約118m3/s 約25m3/s
木曽川



①令和４年度の自然災害の被害（台風第15号）
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中部地方整備局

出典：『令和４年９月の台風第15号に伴う大雨』出水概要 令和4年9月29日・中部地方整備局河川部
（https://www.cbr.mlit.go.jp/kawatomizu/shussuijyoukyou/pdf/indexR04_september_taihu15/chubuchisei_01.pdf）



①令和４年度の自然災害の被害（台風第15号）
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中部地方整備局

出典：『令和４年９月の台風第15号に伴う大雨』出水概要 令和4年9月29日・中部地方整備局河川部
（https://www.cbr.mlit.go.jp/kawatomizu/shussuijyoukyou/pdf/indexR04_september_taihu15/chubuchisei_01.pdf）



①令和４年度の自然災害の被害（台風第15号）
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中部地方整備局
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放水路ゲート開閉回数 氾濫注意水位超過回数

避難判断水位超過回数 氾濫危険水位超過回数

H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4(参考)

放水路ゲート
開閉回数（回） 3 2 3 8 3 5 2 4 5 5 8 3 4 5 5 4 6 7 5 6 4 7

氾濫注意水位
超過回数（回） 0 0 1 2 0 0 1 0 0 0 2 1 1 0 0 0 0 2 0 0 3 0

避難判断水位
超過回数（回） 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

氾濫危険水位
超過回数（回） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

中部地方整備局②豊川流域の出水状況（河川整備計画策定以降の洪水の発生状況）

○ 平成最大となる平成23年9月洪水は、河川整備計画で河道整備の目標とする流量（河道整備流量）4,100m3/s（石田地
点）に迫る3,991m3/sの出水である。

○ 年最大実績流量の整理結果より、いずれの年も河川整備計画目標流量4,650m3/s（石田地点）を下回っている。
○ 河川整備計画策定後の放水路ゲートの開閉回数は、2～8回で推移している。

10

【豊川】
整備目標（戦後最大洪水） 昭和44年8月洪水

豊川の年最大流量（石田地点）と豊川放水路ゲート開閉・水位超過回数



中部地方整備局②豊川流域の出水状況（令和３年度豊川流域における状況）
○ 令和3年8月中旬、前線により、豊川流域において大雨が発生。
○ 石田水位観測所において氾濫注意水位（4.20m）を約6時間超過し、ピーク水位は4.94mを記録した。今回の出水では４

霞において、合計約５３haの浸水が発生した。農地や道路等の一部に浸水が発生したが、家屋への浸水の発生は確認
されなかった。

■R3.8豪雨
（賀茂霞堤付近の浸水状況）
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■R3.8豪雨
（金沢霞堤内の浸水状況）

■R3.8豪雨
（牛川霞堤付近の浸水状況） ■R3.8豪雨

（下条霞堤内の浸水状況）
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○ 豊川水系河川整備計画（平成13年11月28日（平成18年4月6日一部変更））は、河川整備基本方針に基づいた河川整備の当面の
目標であり、その対象期間は概ね30年とする。

○ 令和3年3月には、気候変動の影響や社会状況の変化などを踏まえ、河川の流域のあらゆる関係者が協働して流域全体で行う治
水対策、豊川流域治水プロジェクトを策定。

豊川水系河川整備計画 【H13.11策定、H18.4変更】

霞堤対策
（小堤、支川背水対策）

豊川水系流域治水プロジェクト
【R3.3策定、R4.3改定】

豊川水系流域委員会

豊川水系流域治水協議会

頻発・激甚化する自然災害に対応した
「安全なまちづくり」に向けた取り組み ：
・立地適正化計画
・土地利用規制・誘導（災害危険区域等） 等

河道掘削・樹木伐採 流出抑制対策 ：
・利水ダム等３ダムにおける事前放流等
の実施、体制構築

・下水道（雨水）整備
・砂防関係施設整備
・流域貯留池事業
・治山施設の整備
・森林の間伐
・森林整備・保全 等
放水路の機能保全・最大活用検討ソフト対策のための整備 ：

・霞堤地区浸水被害軽減対策計画
・水害リスクの高い区間の監視体制の
整備

・水害リスク情報の空白域の解消 等

被害軽減対策 ：
・排水作業準備計画の検証
・要配慮者利用施設の避難確保計画の作成
促進

・避難場所や経路に関する情報周知
・土砂災害警戒区域等の指定・周知 等

住民の主体的な避難行動を促す取り
組み ：
・ハザードマップの作成・周知
・住民の水害リスクに対する理解促進
の取り組み

・洪水プッシュ型情報配信
・水害リスクライン配信
・土砂災害リスク情報の現地表示
・浸水予想図作成 等

環境利水 治水（工事・維持）

耐震対策

早期復旧等に備えた対策 ：
・排水作業準備計画の検証 (内水対策)

設楽ダム建設

③豊川水系流域治水プロジェクトの取り組み状況 中部地方整備局
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③豊川水系流域治水プロジェクトの取り組み状況

出典：「国土交通グリーンチャレンジ概要、令和3年7月6日」（https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001412432.pdf）
※赤枠は上記資料に加筆

中部地方整備局



豊川上流圏域

凡例

氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

被害対象を減少させるための対策

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策

実績浸水範囲

（戦後最大の昭和44年8月洪水）

大臣管理区間

緊急浚渫推進事業
(沖野川)

霞堤対策（賀茂・金沢）

小堤

下水道整備

緊急浚渫推進事業
（白鳥川・宝川等）

河道掘削

※大臣管理区間以外は、県・市管理河川の

代表的な箇所（河川）を示したものである。

※具体的な対策内容については、今後の調査・

検討等により変更となる場合がある。

放水路の
機能保全・最大活用検討

霞堤対策（牛川・下条）

小堤

支川背水対策

森林整備・保全

河道掘削、樹木伐採

下水道整備

防災訓練
（豊橋市）

流域貯留浸透事業
（豊川市）

治山施設の整備、森林保全

設楽ダム建設

豊川下流圏域

森林整備・保全

森林整備・保全

河川整備計画作成中

豊川市

・緊急浚渫推進事業等

・立地適正化計画に基づ
く居住誘導等

設楽町

・緊急浚渫推進事業等

新城市

・緊急浚渫推進事業等

・避難所の見直し検討等

愛知県

・河道掘削（緊急河川浚渫推進事業
を含む）、樹木伐採

・治山施設の整備、森林保全

・みずから守るプログラム

事前放流
（利水ダム等3ダム）

災害リスクを考慮した
立地適正化計画の策定

（豊橋市）

●氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
・河道掘削、堤防整備、樹木伐採、緊急浚渫推進事業
・霞堤対策（小堤、支川背水対策）4箇所
・設楽ダム建設
・放水路の機能保全・最大活用検討
・流出抑制対策

（利水ダム等３ダムにおける事前放流等の実施、体制構築
、下水道（雨水）整備、砂防関係施設整備、流域貯留池事
業、治山施設の整備、森林の間伐、森林整備・保全 等）

●被害対象を減少させるための対策
・頻発・激甚化する自然災害に対応した「安全なまちづくり」
にむけた取組

（立地適正化計画、土地利用規制・誘導（災害危険区域等））

●被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
・被害軽減対策
（排水作業準備計画の検証、要配慮者利用施設の避難確保

計画の作成促進、避難場所や経路に関する情報周知
、土砂災害警戒区域等の指定・周知）

・住民の主体的な避難行動を促す取り組み
（「みずから守るプログラム」の普及促進、防災講座・防災訓練

、ハザードマップの作成・周知、住民の水害リスクに対する
理解促進の取組、洪水プッシュ型情報配信、水害リスクライ
ン配信、土砂災害リスク情報の現地表示、浸水予想図作成
等）

・ソフト対策のための整備
（霞堤地区浸水被害軽減対策計画、水害リスクの高い区間の

監視体制の整備、水害リスク空白域の解消 等）

設楽ダム建設

○ 令和元年東日本台風では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、豊川水系
においても、事前防災対策を進める必要がある。

○ 豊川流域は産業経済の根幹をなす交通の要衝であり、無堤区間のある霞堤地区を有するなど水害リスクが高い
流域であることから、霞堤対策や浸水リスクが高い地域の「安全なまちづくり」に向けた立地適正化計画の推進、
霞堤地区浸水被害軽減対策計画等のソフト対策の整備を実施する。

○ これらの取組により、国管理区間においては、戦後最大の昭和44年8月洪水と同規模の洪水に対し、破堤等によ
る甚大な被害を防止するとともに流域における浸水被害の軽減を図る。

位置図

豊橋市

・立地適正化計画におけ
る「防災指針」の策定

・洪水ハザードマップ
の作成・啓発

・緊急浚渫推進事業等

緊急浚渫推進事業
(朝倉川)

【豊川市】

【国交省】

【豊橋市】

【豊橋市】

【国交省・愛知県・豊橋市】

【森林整備センター】

【国交省】

【豊川市】

【新城市】

【愛知県】

【愛知県】

【森林整備センター】

【水資源】

【国交省】

【森林整備センター】

【国交省・愛知県・豊橋市・豊川市】

森林整備・治山対策

【中部森林管理局】

・砂防関係施設整備

河川整備計画作成中

●グリーンインフラの取り組み 次ページ

豊川水系流域治水プロジェクト 【位置図】
～日本の東西をつなぐ「交通の要衝」を水害から守る流域治水対策～
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令和4年3月末公表



森林整備・保全

位置図

【森林整備センター】

凡 例

治水メニュー

グリーンインフラメニュー

大臣管理区間

○ 湿地や⼲潟が少なくなった⽇本では、豊川河⼝の⼲潟やヨシ原は渡り⿃にとって貴重な場所・中継地と
なっている。また豊川の河⼝⼲潟は全国有数のアサリ稚⾙の⽣息場所であり、豊川本川の特徴のひとつと
なっている河畔林は、⿃の巣や、⿂のかくれ場になるなど、⽣物の集まる豊かな⾃然環境となっている。

○ 豊川河⼝域の減少した⼲潟を再⽣することにより、多様な⽣態系の回復を図るため、令和10年度までにア
サリやハマグリ等の底⽣⽣物が⽣息できる河川環境の再⽣や、環境学習・⾃然体験の場の創出など、⾃然
環境が有する多様な機能を活かすグリーンインフラの取組を推進する。

○ 豊川が本来有していたヨシ原を再⽣することにより、多様な⽣態系の回復を図るため、令和10年度までに
オオヨシキリ等の⿃類が⽣息できる河川環境や⾃然河岸のある景観の再⽣など、⾃然環境が有する多様な
機能を活かすグリーンインフラの取組を推進する。

●自然環境の保全・復元などの自然再生
干潟再生、ヨシ原再生

干潟を再生

堤防

干潟再生

・砂を投入して干潟を造成し、渡り鳥やアサリ等貝類など
多様な生物が生息しやすい環境となります。

(干潟創出後の豊川河口域）

豊川河口域

H26.08撮影

・オオヨシキリ（鳥）、
　アシハラガニ等が生息
・洪水時の小魚等の避難
　場所

ヨシ原再生

砂州の再生
（ヨシが延伸可能）

生育基盤の造成

ヨシ原

(ヨシ原創出後の豊川放水路）

満潮の時の水位程度

豊川放水路5.9k付近

・水際のヨシ原を再生し、オオヨシキリなど多様な生
物が生息しやすい環境になります。

堤防

H29.9撮影

ヨシ原再生

干潟再生

●自然環境が有する多様な機能活用の取組み
環境学習、自然観察

河口干潟を利用した生物観察会

●グリーンインフラの取り組み 『下流域の多様な生物の生息環境の再生と環境学習による地域振興』

豊川水系流域治水プロジェクト 【位置図】
～日本の東西をつなぐ「交通の要衝」を水害から守る流域治水対策～

森林整備・保全

河道掘削

【国交省】

多様な生息環境の保全
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中長期

河道掘削・堤防整備 豊橋河川事務所

霞堤対策（小堤、支川背水対策）
豊橋河川事務所・愛知県

豊橋市・豊川市 等

設楽ダム建設 設楽ダム工事事務所

放水路の機能保全・最大活用検討 豊橋河川事務所

河道掘削、樹木伐採 愛知県

緊急浚渫推進事業（朝倉川・白鳥川・宝川・沖野川 等） 豊橋市・豊川市・新城市　等

下水道（雨水）整備 豊橋市・豊川市　等

利水ダム等３ダムにおける事前放流等の実施、体制構築 水資源機構　等

砂防関係施設整備 愛知県

治山施設の整備、森林保全
愛知県、中部森林管理局、

森林整備センター 等

防災・減災のための住まい方や土地利用：立地適正化計画 豊橋市・豊川市 等

土地利用規制・誘導（災害危険区域等） 豊橋市・豊川市 等

洪水プッシュ型情報配信、水害リスクライン配信 豊橋河川事務所

浸水予想図作成 豊橋河川事務所

「みずから守るプログラム」の普及促進 愛知県

要配慮者利用施設の避難確保計画の作成促進、避難場所や経路
に関する情報周知、土砂災害リスク情報の現地表示

愛知県・豊橋市・豊川市　等

ハザードマップの作成・啓発 豊橋市・豊川市・新城市　等

霞堤地区浸水被害軽減対策計画、水害リスクの高い区間の監視
体制の整備

愛知県・豊橋市・豊川市　等

河口部における干潟・ヨシ原再生（自然再生） 豊橋河川事務所

環境学習、自然観察 豊橋河川事務所

工程

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

被害対象を減少
させるための対策

短期

グリーンインフラの活用

被害の軽減、
早期復旧・復興のための対策

区分 対策内容 実施主体

豊川水系流域治水プロジェクト【ロードマップ】
～日本の東西をつなぐ「交通の要衝」を水害から守る流域治水対策～

豊川では、上下流・本支川の流域全体を俯瞰し、国、県、市町が一体となって、以下の手順で「流域治水」を推進する。
【短 期】

・氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策として、設楽ダム建設や霞堤対策（小堤、支川背水対策）、緊急浚渫推進事業等により、豊川下流域の浸水深・浸水面
積の減少を図る。

・被害対象を減少させるための対策として、災害リスクの高い地域を抽出・分析し、立地適正化計画に基づいた防災指針を策定する。
・被害の軽減、早期復旧・復興のための対策として、要配慮者施設避難確保計画の作成促進、「みずから守るプログラム」の普及促進等のソフト対策を推進する。
・霞堤地区浸水被害軽減対策協議会と協同し、水害リスクの高い区間の監視体制の整備等を実施する。霞堤地区の浸水被害軽減を図る。

【中 長 期】
・短期に引き続き、直轄管理区間・指定管理区間において河道掘削・堤防整備、樹木伐採等を実施し、中下流域の浸水被害解消を図る。
・防災指針等を踏まえ、構成員が一体となり災害リスクの低い地域への居住誘導を推進する。
・さらに、被害の軽減、早期復旧・復興のための対策についても引き続き実施し、流域全体の安全度向上を図る。

■河川対策
全体事業費 約１,７０５億円 ※1
対策内容 河道掘削 設楽ダム建設

小堤整備 等

■下水道対策
全体事業費 約１51億円 ※2
対策内容 下水道等の排水施設整備

※1：直轄及び各圏域の河川整備計画の
残事業費を記載

※2：各市町における下水道事業計画の
残事業費を記載

【事業費（R2年度以降の残事業費）】

【ロードマップ】

気候変動を踏まえた
更なる対策を推進

※スケジュールは、今後の事業進捗によって変更となる場合があります。 ※各対策による実施主体は、代表的な市町名を記載しています。

設楽ダム完成

霞堤地区浸水被害軽減対策の継続

立地適正化計画における「防災指針」の策定（豊橋市）

ハザードマップを作成することで「みずから守るプログラム」の普及促進

緊急浚渫推進事業
（豊橋市・豊川市・新城市・設楽町）

避難確保計画の作成促進

「みずから守るプログラム」の普及促進

浸水予想図の作成

水害リスクラインの配信

指定管理区間の河川整備計画作成（愛知県）

治山施設の整備、森林保全（愛知県等）

霞堤対策（小堤、支川背水対策）

事前放流等の実施（水資源機構）

豊川河口域の減少した干潟の再生
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豊川水系流域治水プロジェクト【事業効果（国直轄区間）の見える化】
～日本の東西をつなぐ「交通の要衝」を水害から守る流域治水対策～

⑥朝倉川
支川対策：１箇所

③暮川地区 小
堤整備：１箇所

⑨金沢霞
旧堤撤去：４２（千ｍ３）

⑤江島地区 小
堤整備：１箇所

短期 中長期 （整備予定箇所）

： 小堤整備・支川対策

： 河道掘削・旧堤撤去

凡 例

短期整備（５カ年加速化対策）効果 ： 河川整備率 約63％→約63％

設楽ダムの完成に合わせ、地域の浸水被害の
軽減を図ることが可能

短期

実施箇所・対策内容

高頻度（1/10）
中高頻度（1/30）
中頻度（1/50）
中低頻度（1/100）
低頻度（1/150）
想定最大規模

⑧賀茂霞
旧堤撤去：２７（千ｍ３）

①豊津地区
河道掘削：１１３（千ｍ３）

④賀茂地区 小
堤整備：１箇所

⑦神田川
支川対策：１箇所

②牛川地区
小堤整備 ：１箇所

設楽ダム建設事業

・外水氾濫のみを想定したものであり、内水氾濫を考慮した場合には、浸水範囲の拡大や、

浸水深の増大が生じる場合があります。

・S37浸水実績図については、１回の洪水氾濫で浸水した区域を示したものです。

現況、短期については、年超過確率1/10、1/30、1/50、1/100の降雨により浸水した場合に想

定される多段階の浸水想定図を重ね合わせたものであり、一度の洪水で図の着色範囲全て

が浸水するというシミュレーションではありません。

・また、この確率以下の洪水においても、侵食等により破堤する可能性があります。（※1）

・短期の図については、国直轄事業の実施による効果です。

・本資料は、調整中のものであり、今後事業進捗等により変更が生じる可能性があります。

・霞堤対策（小堤整備）の効果は、設楽ダムの完成とともに考慮すべきものであることから、短期

の安全度においては見込んでいません。

現況

同規模洪水（S34.9）での浸水状況
豊橋市大村地区
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豊川放⽔路整備前
浸水実績図（S37.7）※参考※

※仮にS37.7月洪水（S34.9月洪水）が発生しても現況では洪水が堤防を越えることはない



豊川水系流域治水プロジェクト【流域治水の具体的な取組】
～日本の東西をつなぐ「交通の要衝」を水害から守る流域治水対策～

○流域貯留浸透事業（豊川市）
• 下水道事業の一環として新規の調整池（麻生

田調整池）を整備し、流出抑制を図る。
• 既設の調整池（当古調整池）を改良し、貯留・

浸透能力の強化。

【令和３年度実績】
堤体造成工、舗装工などを実施 。 （麻生田調整

池）

○霞堤地区浸水被害軽減対策計画 （愛知県、
豊橋市、豊川市、豊橋河川事務所等）
• 豊川霞堤地区における浸水被害の軽減を図る

ため、平成28年に対策計画を策定。
• 霞地区内の浸水状況等の情報提供などのソフ

ト対策や、浸水頻度・浸水面積・浸水時間を軽
減することができるハード対策を実施。

• 定期的に進捗管理を行い、効率的かつ効果的
な浸水被害軽減を目指す。

【令和３年度実績】
作業部会（R3.6）、地元説明会（R3.9）、協議会
（R4.1）に実施。

○立地適正化計画における「防災指針」の策定
（豊橋市）
• 災害ハザード情報と都市情報を重ね合わせ、都

市の防災上の課題を抽出。
• 抽出した課題を踏まえ、「回避」と「低減」を基本

に具体的な取り組み内容を検討。
• 土地利用をはじめハード・ソフト対策を組み合わ

せ、都市の安全性を高め、「住民の命と暮らしを
守る、安全・安心を兼ね備えたまち」を目指し、
有識者の意見を踏まえ防災指針を策定。

【令和３年度実績】
都市計画審議会に中間報告(R4.2)

想定最⼤規模（L２） 【分析例】垂直避難が困難な建物の分布（洪⽔）
災害ハザード情報 × 都市情報

垂直避難のイメージ

・浸⽔深０.５ｍ以上×１階建の建物
・浸⽔深３.０ｍ以上×２階建の建物

氾濫を出来るだけ防ぐ・減らすための対策 被害対象を減少させるための対策 被害の軽減、早期の復旧・復興のための対策

戦後最大洪水等に対応した
河川の整備

整備率 63%

（概ね5か年後）

2市町村

（令和3年度末時点）

農地・農業用施設の活用 流出抑制対策の実施

0施設

（令和2年度実施分）

山地の保水機能向上
および土砂・流木災害対策

治山対策等の実施箇所
9箇所

（令和3年度実施分）
砂防関係施設の整備数

1施設
（令和3年度完成分）

立地適正化計画における
防災指針の作成

0市町村

（令和3年12月末時点）

避難のための
ハザード情報の整備

洪水浸水想定区域
2河川

（令和3年12月末時点）
内水浸水想定区域

0団体
（令和3年11月末時点）

高齢者等避難の実
効性の確保

避難確保
計画

洪水 296施設
土砂 42施設

（令和３年９月末時点）

個別避難計画
2市町村

（令和４年１月１日時点）
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■第５回豊川水系流域治水協議会を開催（R4.3.7）

19

○ 令和4年3月に第5回流域治水協議会を開催し、令和３年度の関係者の取り組み内容を相互に確認すると共に、新たな考
え方を追加するなど、更なる「流域治水」の発展に向けて意見を頂いた。

③豊川水系流域治水プロジェクトの取り組み状況 中部地方整備局



④豊川治水協定に基づく事前放流の実施状況

20

○ 豊川では、豊川水系内の全ての既存ダム（3ダム）を対象として、令和2年6月10日付けで治水協定を締結。
○ 治水協定の締結により、最大約490万m3確保されることとなり、洪水時に洪水調節に利用可能な容量は、総有効貯水容量の約12%に強化。
○ 令和4年度には、宇連ダムにおいて2回（9月17日8時30分～17日14時30分、23日12時20分～15時21分）、大島ダムにおいて1回（9月16日13

時～17日20時40分）事前放流を実施。なお、事前放流実施後に貯水位は回復。

中部地方整備局

◆豊川水系におけるダム（位置図） 洪水名 ダム名 河川名
事前放流
実施時間

事前放流によ
る確保容量
（万m3）

9月16日
台風14号

宇連ダム 宇連川 6時間 119.5

大島ダム 大島川 31時間40分 61.5

9月23日
台風15号

宇連ダム 宇連川 3時間1分 110.3

◆令和４年の事前放流実施状況

◆治水協定における各ダムの洪水調節可能容量


